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PT-40

｢旅の途中で｣
—欧州 4人の Samurai 展—

Part.2 中島修

開催のご案内
会　　場：新宿パークタワー 1F「ギャラリー・ 1」
会　　期：2002年 2月 1日（金）～24日（日）

新宿パークタワー「ギャラリー･1」（新宿区西新宿 3-7-1）では、来る 2002 年 2 月 1
日（金）～24 日（日）まで、｢旅の途中で｣—欧州 4 人の Samurai 展—Part.2 中島
修を開催します。

アートを志す者なら誰しもが憧れる、ヨーロッパ。そこには、長い歴史の中で育まれた
芸術への敬愛、理解があります。しかし、滞欧アーティストの前に立ちはだかる壁は高
く、これまでも多くのアーティストたちが挑戦しながら、道半ばにして挫折し、目的を
究めるに至った者たちはごく小数です。それ故、異文化の中で磨かれたアーテイスト魂
と感性は「欧州 Samurai（サムライ）」と呼ぶにふさわしい重みを持って、彼らの作
品に反映されています。
「ギャラリー・ 1」では、今から 30 年以上前の同時期、それぞれの道を探究するために
渡欧した男性作家を 3 回シリーズでご紹介しています。Part.2 である本展では、オース
トリア在住の彫刻家、中島修の魅力に迫ります。（Part.3 は 2002 年 4 月に開催予定です。）

御影石と蛇紋岩を素材に、その石に元来具わっている質量を緻密な計算と直感的把握に
よって作品に還元する彫刻家・中島修。
研磨されて光沢を放つ石に差し込む力強い光、それは、絶対的な物質である石と空間的
な条件である光が生みだすハーモニーとも言えます。いっさいの無駄を省いた折り紙に
も似たフォルム、鋭角的で空間をきわめて意識的に分割し鮮明に提示する石の彫刻は、
まさに物質的な存在感を持ちます。しかし、それらが象徴するものは非物質であり、精
神的なものの優位性です。本展では、彫刻作品約 20点をご紹介します。

本資料をご参照の上、「イベント・展覧会情報」としてご紹介いただければ幸甚に存じ
ます。また、ご取材を賜りますよう、ご検討の程よろしくお願いいたします。



［開催概要］

◆名　　称：｢旅の途中で｣—欧州4人の Samurai 展—Part.2 中島修

◆会　　期：2002年 2月 1日（金）～24日（日）
◆時　　間：午前10時 30分～午後 6時 30分

◆会　　場：新宿パークタワー 1F「ギャラリー・ 1」

          （新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー 1F TEL:03-5322-6633）
電　車：JR 新宿駅南口から初台方面に徒歩約 12 分

京王新線初台駅から徒歩約 8 分

地下鉄：大江戸線都庁前駅から徒歩約 8 分

バ　ス：新宿駅西口京王百貨店前から都営バス「新宿車庫」行にて

「西参道下車」

シャトルバス（無料）10:10～18:50 の間、新宿駅西口の新宿エルタワー前から

10～15 分間隔で運行

※但し、曜日により運行時間が異なる場合もあります。

◆主　　催：パークタワー・アートプログラム

◆協　　賛：エールフランス航空

◆協　　力：すどう美術館

株式会社フェルミエ

東京ガス株式会社

◆後　　援：オーストリア大使館

フランス大使館

産経新聞社

◆企画制作：株式会社イマ・カンパニー

◆提　　供：東京ガス都市開発株式会社

◆入　　場：無料

◆展示内容：彫刻作品 約 20点

＜この件に関するお問い合わせは下記までお願いします。＞

パークタワー・アートプログラム　担当：綿野
〒163-1004　新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー4F

東京ガス都市開発株式会社
TEL: 03-5322-6633　FAX: 03-5322-6635
（平日の午前 9時 30分～午後 5時 30分まで）
URL：http://www.tgud.co.jp/parktower/

または
アーバン・コミュニケーションズ　担当：永田、加藤

TEL: 03-5444－6128　FAX: 03-5442-8622



【中島修（なかじま おさむ）プロフィール】

1937 年　開城に生まれる

1962 年　武蔵野美術学校彫刻家卒業

1969 年　渡欧

1979 年　オーストリア美術家協会より特別ゴールドメダル受賞

1982 年　オーストリア国籍を取得

1985 年　ウィーン市より芸術賞受賞／公共施設の噴水彫刻指名コンペにて 1 位（1985 年完成）

1986 年　ウィーン公共施設の噴水彫刻指名コンペにて 1 位（1987 年完成）

1994 年　オーストリア・タバコ研究センター指名コンペにて 1 位（1994 年完成）

1996 年　シモンチーニ画廊（ルクセンブルグ）／マルクバルト画廊（ミュンヘン）

1998 年　シューズホール（青森）／ギャラリー TOM（東京）

2000 年　バッサーマン画廊（ミュンヘン）／ギャラリーハーレ（リンツ）

2001 年　オーストリア大使館（東京）

その他、個展・グループ展をヨーロッパ各地で多数開催

－コレクション－
日本住宅公団（東京）／リンツ市立美術館／上オーストリア州立美術館

厚生年金会館（バート・イシュル）／サンクト・マグダレーネ教育会館（リンツ市近郊）

リンツ市新市庁舎／マルヒトレンク町役場（オーストリア）／ノイ・ウルム市（ドイツ）

バート・クロイツナッハ（ドイツ）／オーストリア・タバコ（ウィーン）

郵便貯金銀行（ウィーン、リンツ）／（財）海外技術者研修協会、関西研修センター（大阪）

佐倉市・四街道市・酒々井町（千葉）／成田高等学校（千葉）

老人ホーム「それいゆ」（高山市）／ソニーミュージックエンターテインメント（東京）
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